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　このたび、東京国立博物館、読売新聞社、文化庁は、「横
よこ
尾
お
忠
ただ
則
のり
　寒

かん
山
ざん
百
ひゃく
得
とく
」展

を、東京国立博物館 表慶館にて開催する運びとなりました。

　本展は、現代美術家・横尾忠則が、寒
かん
山
ざん
拾
じっ
得
とく
を独自の解釈で再構築した「寒山拾

得」シリーズの完全新作102点を一挙初公開するものです。このシリーズは、寒山と

拾得という、中国、唐の時代に生きた伝説的な2人の詩僧をテーマとしたものです。

彼らはその奇行ぶりから「風
ふう
狂
きょう
」ととらえられ、日本、中国では伝統的な画題となり

ました。

　新型コロナウィルス感染症の流行の下、横尾は、寒山拾得が達した脱俗の境地のよ

うに、俗世から離れたアトリエで創作活動に勤しみ、まさに時空を超越し、あらゆる世

界を縦横無尽に駆け巡りました。描き出された寒山拾得からは、めくるめく物語が紡

ぎ出されています。画家活動の最大のシリーズとなる「寒山拾得」は百面相のように、

観る人にさまざまな問いを投げかけることでしょう。

ごあいさつ

展覧会のみどころ
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　3年に渡る制作活動によって生み出された、横尾忠則畢生のシリーズ「寒山拾得」

は、まさに画家の自由な精神活動の中で描き出されました。テーマとなった寒山拾得

がさまざまに形を変えながら、時空をも超越していきます。寒山拾得が身にまとうもの

や、手にするもの、そして彼らの振る舞いが、画家の精神のめくるめく冒険のなかで、

一日一日、広大な宇宙を逍遥していきます。時には歴史的な人物と重なり、さらには

現世を生きる人々にも邂逅しています。

　このシリーズでは、制作当初から最終作まで、いくつかのモティーフが一連のフェー

ズを作り出し、その対象を変えながら、寒山拾得を彩っています。横尾は特定のメッ

セージを示すことを目的とせず、自らの精神に身を委ねながら、湧き出る形象をキャン

バスに定着させていったのです。つまり横尾の描いた寒山拾得を前にした人々は、彼

らをみて如何なる想いが心に浮かんだとしても、それすらも自由であるのです。

　寒山拾得という存在そのものの変容のみならず、画風さえも百花繚乱のごとく様相

を変えています。その変化のありさまを一気に目にした人々は、あたかも画家の絵筆の

うねりと重なりながら、一切の束縛がない世界を体感することになるでしょう。



美術家。1936年兵庫県生まれ。72年ニューヨーク近代美術館で個展。その後もパ

リ、ヴェネツィア、サンパウロなど各国のビエンナーレに出品し、ステデリック美術館

（アムステルダム）、カルティエ財団現代美術館（パリ）、ロシア国立東洋美術館（モスク

ワ）など世界各国の美術館で個展を開催。また、東京都現代美術館、京都国立近代

美術館、金沢21世紀美術館、国立国際美術館など国内でも相次いで個展を開催し、

2012年神戸市に兵庫県立横尾忠則現代美術館、13年香川県に豊島横尾館開館。

95年毎日芸術賞、11年旭日小綬章、朝日賞、15年高松宮殿下記念世界文化賞、令

和2年度東京都名誉都民顕彰、23年日本芸術院会員。著書に小説『ぶるうらんど』

（泉鏡花文学賞）『言葉を離れる』（講談社エッセイ賞）小説『原郷の森』ほか多数。

　「横尾忠則　寒山百得」展は、現代美術家・横尾忠則の畢生の大シリーズ「寒山拾

得」を一挙に公開する展覧会です。寒山拾得は、中国・元時代から日本の中近世、近

代そして、現代にまで数百年の時代を通し、多くの人々を惹きつけてきました。横尾は

寒山拾得を独自に解釈し、さまざまな造形を生み出すことで、新たな寒山拾得像を切

り拓いています。横尾はまさに絵画史の先端に位置し、寒山拾得を描いているのです。

　さまざまな困難な状況に囲まれた現代社会の私たちを取り巻く世界と、そのなかで

生きる術と思いを、「寒山拾得」が照らし出す精神のあり様を通して、見つめなおす機

会となれば幸いです。

横尾忠則
よこお・ただのり

企画趣旨
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 　寒山と拾得は中国、唐時代に生きた伝説的な詩僧で、世俗を超越した奇行ぶりは

「風狂」ととらえられました。中国禅宗では、悟りの境地として「風狂」が重要視されま

したが、寒山拾得の脱俗の境地は、仏教に通じるものとして、中国や日本で伝統的な

画題として数多く描かれてきました。　

　その世俗にとらわれない暮らしぶりは、森鷗外や夏目漱石といった日本の近代文学に

も取り上げられています。高い教養を持つ文人であるにも関わらず、洞窟の中に住み、時

には残飯で腹を満たすと言った脱俗的な振る舞いは、世俗世界の現実からの逃避に憧

れを抱いた知識人たちを魅了したのでしょう。

「寒
かん
山
ざん
拾
じっ
得
とく
」とは？

特集「東京国立博物館の寒山拾得図―伝説の風狂僧への憧れ―」
2023年9月12日（火）～11月5日（日）　東京国立博物館 本館特別1室

東京国立博物館が誇る、中国、日本で描かれた「寒山拾得図」を一堂に集めた特集

を開催します。各時代に描かれた寒山拾得のさまざまな表現を通して、人々が寒山拾

得を見つめた様相をご紹介します。

関連企画
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重要文化財　寒山拾得図
伝顔輝筆　中国　元時代・14世紀　東京国立博物館蔵
展示期間：10月11日（水）～11月5日（日）

国宝　寒山拾得図（禅機図断簡） 
因陀羅筆、楚石梵琦賛
中国　元時代・14世紀
東京国立博物館蔵
展示期間：9月12日（火）～10月9日（月・祝）

重要文化財　寒山拾得図
伝周文筆、春屋宗園賛　
室町時代・15世紀　
東京国立博物館蔵
展示期間：10月11日（水）～11月5日（日）

（拾得図） （寒山図）



名　　称：「横尾忠則　寒山百得」展
会　　期：2023年9月12日㊋～12月3日㊐
会　　場：東京国立博物館 表慶館

名　　称：特集「東京国立博物館の寒山拾得図―伝説の風狂僧への憧れ―」
会　　期：2023年9月12日㊋～11月5日㊐
会　　場：東京国立博物館 本館特別1室

開館時間：午前9時30分～午後5時　※入館は閉館の30分前まで

休　館　日：月曜日、9月19日㊋、10月10日㊋
　　　　  ※ただし9月18日㊊・㊗、10月9日㊊・㊗は開館

主　　催：東京国立博物館、読売新聞社、文化庁
特別協賛：キヤノン、大和証券グループ、三井不動産、三菱地所、明治ホールディングス
協　　賛：JR東日本、清水建設、竹中工務店、三井住友銀行、三菱商事
協　　力：J-WAVE（「横尾忠則　寒山百得」展のみ）

● 観覧料等の情報は、確定し次第、展覧会公式サイト等でお知らせします。
● 展示作品、会期、開館時間等については、今後の諸事情により変更する場合があり 
　ます。最新情報は、展覧会公式サイト等でご確認ください。

お 問 合 せ： 050-5541-8600（ハローダイヤル）
公式サイト： https://tsumugu.yomiuri.co.jp/kanzanhyakutoku
公式Twitter： @kanzanhyakutoku

開催概要

「横尾忠則　寒山百得」展広報事務局（ユース・プラニング センター内）

担当：池袋・和泉

〒150-8551 東京都渋谷区桜丘町9-8 KN渋谷3ビル4F

TEL：03-6821-8445 FAX：03-6821-8869

E-mail：yokootadanori2023@ypcpr.com

報道関係
お問い合わせ
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本展の収益の一部は、「紡ぐプロジェクト」における
文化財・美術品の修理事業等に充てられます。
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  1　横尾忠則《2021-09-21_2》 2021年
  2　横尾忠則《2022-01-30》 2022年
  3　横尾忠則《2022-04-27》 2022年
  4　横尾忠則《2022-05-01》 2022年
  5　横尾忠則《2022-06-02_AM》 2022年
  6　横尾忠則《2022-07-03》 2022年
  7　横尾忠則《2022-08-10》 2022年

  8　横尾忠則《2022-09-27》　2022年
  9　横尾忠則《2022-10-20》　2022年
10　横尾忠則《2022-11-03》　2022年
11　横尾忠則《2022-12-01》　2022年
12　横尾忠則《2022-12-29》　2022年
13　横尾忠則《2023-01-15》　2023年


